

























Literature Review of Conflict and Decision-making for a Married Couple  


















山 2014，福岡・児玉・金井 , 他 , 2014）ことから、
育児を取り巻く夫婦の葛藤の現状を知り、適切な
支援を行うことが求められている。


































































は 8.9 時間，女性は 6.5 時間と男性の方が長かった






























































































































































































































































































































































































は 4 文献 ( 表１) が抽出でき、出産前診断の受検
（山岡・臼井・坂梨 , 2013）、羊水検査の受検（荒
木 ,2008）の意思決定、不妊治療に関する夫婦の
























































た（Joyce E. Thompson・Henry O. Thompson，
2004）。このモデルは関係する複数人（対象者・
家族と医療者）の価値観を明確にし、意思決定を



































































































































































































































に は、Joyce E. Thompson, Henry O. Thompson
（2004）の「意思決定のための 10 ステップモデ
ル」が有用であると考える。このモデルに対応し
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